
全国学力・学習状況調査結果に見られた取組の成果

（小学校算数科）

全国学力・学習状況調査は、３，４，５年生の学習内容を中心に出題されています。
系統性が明確な算数科において、３年生の学習内容はとても大切です。単元到達度
評価問題を活用した授業づくりを今後も充実させていきましょう。

９月実施分より、３年生の
到達率の報告も始まります。

【評価の一元化】
管理職や研究主任等が、児童の
解答状況や全ての学級の達成状
況を把握し、組織的な取組を共通
実践する。

【個別指導の充実】
子供の困り感に寄り添いなが
ら、「できた」「わかった」に
到達するまで、活用問題を繰
り返し扱う。

【指導の重点の共有】
身に付けさせるべき資質・能力
を学年団で確認後、指導のポイ
ントとなる教科書のページに付箋
を貼り、確認できるようにする。

本年度の全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。算数科では、各校における着実な取組により、「全国と
差がない」状況に改善がなされています。引き続き「めあてーまとめ・振り返り」の徹底、単元到達度評価問題の実施を軸
に学力向上を図りたいと考えています。

学力向上につながった単元到達度評価問題活用例

単元到達度評価問題の組織的な取組

めあて－まとめ・振り返りの徹底化

立式の根拠を問う

「どうしてわり算に

なるのですか？」

代金を求める場面において、除法の式
の意味を理解している３(４)

示された図形の面積を求める式を図
形と関連付けて説明する
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 （１）２回目の記録をのぞいて、４回分の記録を使って車が進んだきょりの平均が何

cm になるかを求めます。下のアからエまでの中の、どの式で求めることができま

すか。１つ選んで、その記号を書きましょう。（答え２点） 

 

    ア （２７３＋２８７＋２６９＋２９１）÷４ 

    イ （２７３＋ ８０ ＋２８７＋２６９＋２９１）÷４ 

    ウ （２７３＋２８７＋２６９＋２９１）÷５ 

    エ （２７３＋ ８０ ＋２８７＋２６９＋２９１）÷５ 

（答え）      

 ２回目は、車が大きく曲がってしま
い、記録を正しくはかることができま
せんでした。 
 そのため、２回目の記録をのぞいて
平均を求めます。 

表１ ㋐の位置に来るまで輪ゴム
をのばした場合の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エの答え）      （オの答え）  

（４）だいすけさんは、わかなさんの求めた答えが正しいのかどうかを、 

図を使って確かめることにしました。 

下の図１の中に、 ÷３にあたる大きさに色をぬりましょう。（答え２点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【わかなさんの考え方】 

   は   の エ こ分になります。 

  ÷３＝  ÷３と考えると、 

  ÷３は、  の(  オ  )こ分になります。 
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【5年11月 「単位量あたりの大きさ・平均」】
式が適切かどうか問題場面や状況と関連付けて選ぶ

【５年２月 「５年生のまとめ・分数」】
友達の考え方について式を図に表して考える

式と問題場面、図等を

関連付けて説明させる

「式の中の数は線分図の

どこにあたりますか？」

友達の考え方を使って理解を

深める場を設定する

「友達の考え方を、ノートにかいた

図を使って説明してみましょう」

単元到達度
評価問題の解
答に、指導の
ポイントを記
載しています。

令和元年９月
西部教育局


